
浦添市てだこホール開館 10周年記念事業第 1弾        

「オリヴィエ・メシアン 松平頼則“愛の歌”chant d’amour」 

 

 

浦添市てだこホール開館 10 周年記念＜第 1弾＞として、4月 22 日小ホールで、「オリヴ

ィエ・メシアン 松平頼則“愛の歌”chant d’amour」を行いました。 

 

奈良ゆみさんと渡具知愛さんをお迎えし、演奏者お二人が紡ぐ、二人の作曲家の「音楽」

そして「愛の歌」が、どの様にホールに響きお客様へ伝わるのか・・ 

楽しみでいてドキドキしながら、初日のリハーサルを迎えました。 

 

 

 

歌って下さるのはソプラノの 

「奈良ゆみ」さん 

ピアノを演奏して下さるのは 

「渡具知愛」さんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

初日のリハーサルは、舞台スタッフに今回演奏される曲を聴いてもらって、どんな照明

にするかディスカッションを重ねました。奈良さんと渡具知さんが奏でる音楽を聴いて、

身体と心で感じて、次第に音楽が身体に溶け込んで・・ 

イメージを沸かせる舞台スタッフ。 

 

今回は数少ないリハーサルの中で、出演者のイメージする舞台を創り上げていました。 

 

出演者の一言で、さっと意図することを汲みとってコンサートを創る・・ 

我がてだこホールの舞台スタッフの底力を目の当たりにしたリハーサルでした。 

 

 



そして本番当日 

 

天候が思わしくない中、多くのお客様が足を運んでくださいました。 

開演前には、てだこホール・山川館長より、無事開館 10 周年が迎えられた事 

今回のコンサート成立までのお話など、心温まるご挨拶とお話がありました。 

 

 

 

 

 

たくさんのご来場 

ありがとう 

ございました♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

では・・ 

さあ！素敵なコンサートの始まりです！ 

 

ホールに響くたくさんの音符たち 

それが一つの音楽になり 

歌声になり 

ピアノの音色となり 

お客様へ届く・・ 

 

開演前のわくわく感がお客様から伝わってきます！ 
 

 

 

  



第一部にお届けする曲は 

松平頼則の作品。 

 

「朧月夜に」（「源氏物語」より） 

「逢ふことの」（「三つのオルドルⅠ」より） 

「君ならで、秋風に、はつかりの、川の瀬に」（「古今集」より） 

「朗詠風な幻想：七夕」～ピアノ・ソロ～ 

「ラ・グラース：七夕の詩」 

 

 

 

初めの「朧月夜に」は舞台が真っ暗なままで 

奈良さんが舞台袖から歌いながら登場。そして舞台には朧月が・・ 

 

 

 

ホールが 

幻想的な雰囲気に 

なったわ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はかなくて切ない気持ち」「逢いたい思いを募らせる」・・・ 

 

想う人へ向ける日本人の持つ奥ゆかしさや、何とも言えぬ心情が伝わってきました。 

 

 

 

 

 

 



 

歌の技法も、モーツァルト作品で聴かれる 

コロラトゥーラ（※1）やグリッサンド（※2） 

と、似ている様で違う・・・ 

なんとも不思議な感覚を覚える歌い方。 

 

あえて表現するなら 

シュピレッヒゲザング（※3）と「和」の融合 

という感じでしょうか。 

 

今まで聴いたことのない表現方法に触れることができた 

貴重な楽曲でした。 

 

 

 

＜用語解説＞ 

※1 コロラトゥーラ 

声楽の装飾法で、二つの音を交互に奏するなど、華やかで速い技巧的声楽旋律。 

 

※2 グリッサンド 

ある音からある音に向かって、上あるいは下からすべらせるように演奏する技法。 

 

※3 シュプレッヒゲザング 

“語り”のような歌唱様式。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第二部では 

オリヴィエ・メシアン作曲 

 

「ハラウィ-愛と死の歌」 

 

をお届けしました。 

 

12 曲から成るこの曲は 

演奏時間が約 1 時間もかかる作品です。 

 

しかし 

 

ほとばしる情熱や 

静けさの中にある秘めた感情などに 

聴き入ってしまい 

あっという間に時が過ぎてゆきました。 

 

 

 

 

 

その中では 

 

「ん？これは何語だろう？」 

と思う部分がありました。 

 

ペルーの古語などからとられた擬声語を 

使用されており、なんとも不思議な空間が 

広がっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



普遍的な愛 

想いがこだまする空間・・ 

 

 

なんとも俗世の言葉では 

言い表せない・・ 

 

 

身体の中にスーっと 

しみこんでくる演奏でした。 

 

 

 

 

 

 

今回のプログラムは「松平頼則」・「オリヴィエ・メシアン」と言う現代作曲家の作品を取

り上げました。慣れ親しんだ作品ではなく、非常に「コア」なプログラムでした。 

奈良さんも渡具知さんも終演後は、やりきった安心感と達成感に満ちた笑顔がこぼれ、お

二人の持つ「心・技・体」の全身全霊を注ぎ切った充実感がホール全体に、そしてお客様

の心へ届いた夜だったのではないでしょうか？ 

 

 

今回のコンサートに 

ご協賛いただいた企業の皆さま 

誠にありがとうございました 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社沖縄科学ＡＶセンター  株式会社カルティベイト 

株式会社佐久本工機       沖縄コカ・コーラボトリング株式会社 

琉球セメント株式会社      沖縄明治乳業株式会社 

株式会社メイクマン 

♬ 
♪ 

ご協賛社の皆さま 


